
第３４２回教員会議・第４９５回研究科委員会 議事要録 

 

１．日  時  令和２年７月２９日（水） １３：３０～１５：３０ 

２．場  所  オンライン会議（行政政策学類大会議室） 

３．確認事項  第３４１回教員会議・第４９４回研究科委員会 議事要録を確認した。 

４．議  題 

 

◎教員選考規程に基づく教員会議 

（１）「現代政治論」担当教員及び「地域環境論」担当教員の公募について（資料１） 

  学類長から、資料に基づき、経緯等について説明があった後、「現代政治論」及び「地域

環境論」について公募を開始したいとの発議があった。続いて、担当教員から、資料に基

づき、公募内容について詳細な説明・提案があり、質疑の後承認された。 

 

◎一般教員会議 

［協議事項］ 

（１）行政政策学類規程の改正について（資料２） 

  教務委員から、資料に基づき、教育職員免許状の所要資格を取得するための単位修得基

準の改正について提案があり、承認された。 

 

［報告事項］ 

（１）前期成績の不服申立ての対応方法について（資料３） 

  教務委員から、資料に基づき、新型コロナウイルス感染症に対応するための変更点につ

いて報告があり、了承された。 

 

（２）健康運動科学実習の後期開講に伴うＣＡＰ除外措置について（資料４） 

  教務委員から、資料に基づき報告があり、了承された。 

 

（３）集中講義受講者への注意事項について （資料５） 

  教務委員から、資料に基づき報告があり、了承された。 

 

（４）令和２年度転学類・転専攻について 

  教務委員から、今年度の転学類及び転専攻の希望者は無かった旨の報告があり、了承さ

れた。 

 

（５）学生の休学事由消滅による復学について 

  教務委員から、新型コロナウイルス感染症の影響により語学留学を断念した学生１名の

復学について報告があり、了承された。 

 

（６）令和２年度保護者向け学類説明会・個別相談会について（資料６） 

  学類長から、資料に基づき、新型コロナウイルス感染症に対応するため、今年度の保護

者向け学類説明及び個別相談はウェブにより実施する旨の報告と協力依頼があった。 



  質疑に入り、①パソコンの貸し出しと操作のサポート、②個別相談の内容に関する資料

及び情報の提供、③保護者への連絡方法、④休日出勤の手続き等について質疑応答の後、

了承された。 

 

（７）令和２年度新入生意識調査（アンケート）の集計結果について（資料７） 

  福島評議員から、資料に基づき報告があり、了承された。 

 

（８）教育研究評議会報告（第３３９回 ７月１３日～７月１６日書面開催）（資料８） 

【審議事項】 

  ①平成31事業年度に係る業務の実績及び第3期中期目標期間（平成28～31事業年度）に係

る業務の実績に関する報告書（案）について 

福島評議員から、資料に基づき詳細な報告があり、了承された。 

 

（９）運営会議報告（第１４３回 ７月１４日開催）（資料９） 

  ○令和２年度学長表彰について 

○勤務時間申告書の提出について 

○福島大学基金（旧学生教育支援基金、旧リノベーション基金）の支出について 

○緊急学生支援奨学金の審査結果について 

○電気・ガス・水道使用量について(4～6月分)  

  学類長から、資料に基づき詳細な報告があり、了承された。 

 

（10）その他 

 ①入試委員からのアナウンス 

   入試委員から、令和３年度福島大学入学者選抜日程（資料１０）についてアナウンス

があった。 

 

 ②教務委員からのアナウンス 

   教務委員から、成績締切及び不服申立ての待機についてアナウンスがあった。 

 

 ③学類長からのアナウンス 

学類長から、1)令和３年度サバティカル研修及び海外派遣研修員の申請、2)令和元年 

度に係る教員業績評価シートの提出、3)夏季一斉休業期間（8/13～17）に係る措置等（資

料１１）についてアナウンスがあった。 

 

◎研究科委員会 

［協議事項］ 

（１）令和２年度後期「特殊研究」の開講について（資料１２） 

  教務委員から、資料に基づき、特殊講義の開講について提案があり、承認された。 

 

［報告事項］ 

（１）その他 



 ①入試委員からのアナウンス 

   入試委員から、1)令和３年度福島大学入学者選抜日程（資料１０）、2)令和３年度地域

政策科学研究科入学試験に関する打ち合わせ（委員調整会議）を９月１６日（水）昼休

みに開催することについてアナウンスがあった。 

 

 

 学類長から、次回の教員会議は９月１６日（水）１３時３０分から開催する旨のアナウン

スがあった。 

 


